
「まとめと学習・
表現活動」資料

都小社研 夏期研究会 令和8年度 8月 21 日
帝京平成大学 吉藤 玲子

『みんなの教育技術』
に連載しています。

教師人材の育成

大学生、若手や離
職を考える教師に
向けて



まとめる活動の課題

まとめは教師がするものではなく、子どもが
意味づけをする時間です

あれっ？この学習問
題に対し、このまと
めでよいの？

子供に任せると
まとまらない。

子供に考えさせた
いのに教師が言っ
てしまっている。

子どもたちからもっと調べ
てみたいという声があがっ

ているか？



今日の流れ

１）まとめの学習とは？表現活動とは？

２）実際の事例を紹介 表現活動の実際

３）実際にまとめの学習をやってみよう！
「米づくりの盛んな地域」新聞・プレゼンテーション

はじめに



１） まとめの活動・表現活動とは

知識を整理する 「何がわかったのか」を整理する

「まとめる」段階の活動とは

関係づける 「なぜそうなっているのか」を考える

問いに答える

判断する 表現する

小単元の中心となる問いに対する自分の答えをもつ



学習問題に対しまとめを行う

学習したことをもと
に話し合い、まとめ
の活動を行う。

まとめる段階

「まとめ」と「表現」をセットにすると効果的
・小単元の「問い」を振り返る
・学習したことを整理する
・自分の答えをつくる
・友達と交流する
・考えを修正する
・表現する

「調べる」から「分かる」へ

「分かったことを使って考
える」



・調べたこと、インタビューしたことを書く、 話す表現活動

・キーワードでまとめる ・表やグラフを使ってまとめる

・地図を使ってまとめる ・吹き出しを活用してまとめる

・年表やパンフレットにまとめる ・関連図にまとめる

・思考ツールを活用する ・新聞やスライドにまとめる

どのようなまとめの方法があるか



調べたことを書く、話す活動

学習問題を振り返って、調べたことやわかったことをまとめる

表現活動の実際

「つまり何がわかったのか」 単元の学習のまとめであれば、単
元を通して学習してきたことを活用
してまとめる

文章でまとめる・・・
思考力や表現力を育てる

何人かが発表する。 教師が板書でまとめていく。⇒合作

・今日学んだこと一番印象に残ったこと、自分の予想を振り返る
・学習活動を振り返る 単元の学習問題を振り返る
・自分と社会とのつながりについて振り返る



地図を使ったまとめ

白地図などにまとめる活動は技能を身に付け、思考や理解につな
がる。

土地利用の様子など色分け。 国や都市の名称を書き込む
複数の場所を→で結びつながりの説明を書き込む
分布や広がりをまとめる カードと併用 事象の場所に添付
写真や吹き出しなどを添付する



リーフレット、ガイドブック、かるた、紙芝居
〇〇カード、ポスター、プレゼンテーションなど

まとめる活動では、子どもが目的や必然性を
意識できるようにする。

なぜその方法でまとめるのか⇒どのようにまとめたらよいか

いかす ひろげる

まとめたことをさらに発展させていく



東京書籍「米づくりのさかんな地域」
JAバンク『農業とわたしたちのくらし』

【小単元の目標】

我が国の農業について、生産の工程、人々の協力関係、
技術の向上、輸送、価格や費用などに着目して、地図帳
や地球儀、各種の資料で調べ、まとめ、農業に関わる
人々の工夫や努力を捉え、その働きを考え、表現するこ
とを通して、農業に関わる人々は、生産性や品質を高め
るよう努力したり輸送方法や販売方法を工夫したりして良
質な農作物を消費地に届けるなど、食料生産を支えてい
ることを理解できるようにするとともに、主体的に学習問
題を追究・解決し、学習したことを基に、農業の発展につ
いて考えようとする態度を養う。

３）演習①

「米づくりのさかんな地域」

新聞にまと
めよう

事例地

山形県庄内平野



調べる段階

米づくりの一年

米づくりの仕事の工夫

米づくりに関わる人々

全国の消費者へ

米作りの課題と今後



P.８～９



P.１４～１５



まとめる段階

庄内平野で米づくりにかかわる人々は、どのようなくふうや努
力をして、米を生産しているのでしょうか。

学習問題

新聞にまとめてみよう



〇新聞に掲載する内容を考えて見出しを決める。
〇写真やイラスト、グラフなどの資料を入れる場所を考
えてレイアウトを決める。

〇５W1Hを意識して調べたことを見出しごとに書く。
When, Where, Who, What, Why , How 

〇新聞記者になりきったつもりで・・・インタビューやコメ
ントを記事に付け足す。

〇社説や編集後記に自分の考えを書く。



スライドにまとめてみよう３）演習②

【プレゼンにまとめるメリット】
〇学習したことを構造化できる
〇「まとめる」こと自体が思考活動になる
・何を入れるか・何を削るか・どの順番で示すか
・写真・図・グラフをどこに使うか
・自分の考えをどこに位置付けるか

〇「相手に伝える」と言う目的が生まれる
情報の整理
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